








 

〔目的〕 

 昨年に引続き小児心筋疾患の病原としてコクサッキーB 群ウイルスその他の

ウイルスの関係を調べるために,ウイルス分離試験,ウイルス血清検査をおこな

った。 

 方法:ウイルス分離用材料は表 1の如く 5名の患者の心のう液,咽頭ぬぐい液

および糞便である。心のう液,咽頭ぬぐい液はそのまゝ,糞便は 10～20%乳剤と

し,高速遠心上清を作り用いた。組織培養法によるウイルス分離はサル腎細胞

(MK)およびヒト胎児肺線維芽細胞を用いた。 

 患者血清はペアー4組,単一サンプル 2検体である。 


